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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名   岡崎市立常磐南小学校                   

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒 ４４４－３１７２ 

       愛知県岡崎市田口町岩本１２－４                              

  E-mail   tokinan@st.oklab.ed.jp       

  Website   http://cms.oklab.ed.jp/el/tokiwaminami/                    

  児童生徒数  男子  50名   女子  32名  合計  82名 

        児童・生徒の年齢 6 歳～ 12 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（ 高齢者福祉 キャリア教育 ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

【研究主題】 

「未来へつなごう 常南のこころ」－ESDの視点に立った教育活動の展開― 

【研究構想】 

本校の ESD構想は次の４つを柱とした 

１．常南のこころの醸成 

①学区の自然・伝統・産業を誇りに思う心②学区の人や友達を大切にする心 

③学区を守ろうとする心④学区のよさを発信し、より発展させようとする心 

２．持続可能な地域の定義 

①経済的に潤いがあり、安定した生活が保障されていること 

②環境が保全されており、安心で健康な生活を送ることができること 

③社会が平和であり、伝統や文化が尊重され、誰もが平等に生活できること 

３．ESD概念の分類 

 相互性・多様性・有限性…社会のしくみに視点（人と社会のつながり） 

 連携性・責任性・公平性…人の心の在り方に視点（人と人のつながり） 

４．常南 5つの力の育成 

①事実を的確に把握する力②物事を関係付けて考える力③解決策を考える力 

④コミュニケーションを行う力⑤行動しようとする力 

＜理想の子供像＞ 学区を愛し、より発展させようと働きかける子 

 これらを柱にし、理想の子供像に迫るため、以下のような仮説と手だてを講じ

た。 

＜仮説①＞学区の自然・伝統・産業・社会を活用した追究活動において、ESDの視

点に立ちながら、人・もの・ことの「つながり」を明確にしていく学習を展開す

れば、子供たちは学区における良さや問題点を把握する中で、学区を誇りに思い、

より発展させていこうと働きかけていくだろう。 

＜仮説②＞子供・学校・地域が協働して、自然体験活動や伝統文化の継承活動を

推進していけば、友達や地域の人と触れ合い助けあう中で、責任を持ち協力をし

ながら物事を成し遂げることの喜びを感じるようになり、人との「つながり」を

大切にしていくようになるだろう。 

＜手だて＞①学区の教材化②つながり学習の展開③ESD チェックシートの活用④

学区人材バンクの整備⑤自然体験・伝統文化の尊重⑥すてきミーティング 

【研究実践】 

1年生活科「常南のすごい見つけ探検」 

2年生活科「常南大好き発見」 

3年総合「常南お仕事調査隊」 

4年総合「常南防災マップを作ろう」 

5年総合「常南の米作りを学ぼう」 

6年総合「自然薯で常南町興しプロジェクト」 

学校行事「ゴールドピアおかざき（老人福祉施設）訪問」雅楽・和太鼓クラブ 

学校行事「喜楽の里（老人福祉施設）訪問」雅楽・和太鼓クラブ 

すてきミーティング「常南のお年寄り生き生き大作戦」 

防災教育講演会「東日本大震災語り部の話を聞く会」 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

□ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


